
□計算の概要

1)収益改善に役立つ原価情報の作成→経営者が課題を分類して把握できるしくみ

2)原価計算業務の効率化→情報提供の早期化、原価計算担当の活人

1)材料の購入価格 材料の購入時に各材料の標準単価×購入数量と実際購入額を比較

差額を品目別、仕入先別に分析し、仕入先評価などに活用

2)製造原価 製造原価（実績原価）を算出する

（実績原価） 実績原価と標準原価との比較を行い、

材料費差異：仕損じなど

加工費差異：能率

の実態を把握し、原価低減活動に活用

□損益・キャッシュフロー結合計算書

3)在庫回転率 売上高（売上原価）÷在庫で在庫回転率を算出

回転率の向上によるキャッシュフロー改善を目指す

4)製品別損益 製品別の売上、損益を算出し、売価の適正化などに活用

5)損益分岐点 損益分岐点売上高（限界利益、固定費）の実態を把握

限界利益の向上、固定費管理による収益向上を図る

過去XXヶ月のトレンドを見る

・月中でも原価情報が作成できます。

・異常値が発生した場合、原価差額で発生場所（品目、組）が特定できます。

目的

着眼点

標準原価計算を適用するメリット

原価計算システムの構築（標準原価計算制度の導入）
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